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博士の専攻分野の名称  博 士（文 学） 
学 位 記 番 号  第  ２１６９１  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 20 年３月 25 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            文学研究科文化表現論専攻 
学 位 論 文 名  芸術と市民性 世紀転換期のドイツにおける「文化」の諸相 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 林  正則 
            （副査） 
            教 授 須藤 訓任  准教授 三谷 研爾 
論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、世紀転換期のドイツにあらわれた、「文化危機」にかかわる論議を、とりわけ文学者トーマス・マンに
即して検討し、芸術と社会をめぐる彼の思考の位置づけをこころみたものである。全体は〈序〉、４章に分かれた本
論、〈結び〉、さらに参照文献から構成され、A4 判 118 ページ（400 字詰原稿用紙にして約 350 枚）に及ぶ。 





































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 世紀転換期のドイツ文学は通例、自然主義にはじまり新即物主義にいたるイズムの交代の歴史として記述される。
その背景として、フランスやイタリアの文学・美術、北欧の演劇からの影響がかねてから指摘され、また人間中心的
な合理主義的世界観の破綻もつとに語られてきた。他方、歴史学からみれば、この時代はちょうど第二帝政後半期に
あたり、とりわけ社会史的レヴェルでの諸現象について分厚い研究成果が蓄積されている。 
 本論文は、そうした社会史的研究の成果を積極的に参照しつつ文学史を読み直すという、明確な問題意識に貫かれ
たものである。文学者たちの集合離散に眼を奪われることなく、「文化危機」の言説に焦点をあわせ、「文筆業の成立」、
「表象としての市民性」、「文化のナショナル化」といった論点を組み合わせてその全体像に迫った、重厚かつ立体的
な論述は、高く評価できる。その結果、ヨーロッパスケールでの美学的・思想史的な変動からとらえる従来の世紀転
換期文学の研究に欠けていた、社会史記述としての性格を強く打ち出した、独自のスタイルを獲得している。このよ
うな考察をとおして、『非政治的人間の考察』にいたるトーマス・マンの思考の道程をも明らかにしたところに、本
論文のもっとも大きな功績がある。作家の個人史に密着して語られることの多いこの問題的著作について本論文は、
「市民」「文化」「ドイツ」をめぐる同時代の言説をふまえ、また第一次世界大戦を挟んで切断と連続の両相をはらむ
マンの思考を確認しながら、バランスのとれた位置づけをおこなっている。 
 しかしながら本論文には時として、錯綜する現象にクリアな見通しを与えることを急ぐあまり、全般的な社会史的
記述に流れる部分がある。個別的なテクストにあらわれる矛盾や屈折に富んだ表現とのあいだで、いっそう粘り強い
対話があれば、社会史的知見がさらなる具体性を帯びて呈示されえたであろう点が惜しまれる。とはいえこれは、今
後の研鑚をとおして実現されていくべきものであり、本論文の価値じたいを減ずるものではない。 
 以上をもって、本論文が博士（文学）の学位を授与するにふさわしいものと認定する。 
